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あらまし：著者らは、資格検定の合格を目指す家政系短大生を対象に、2012 年度から日本語入力練習シ

ステムを利用したタイピング練習の指導を行ってきた。学習意欲の高い学生は授業外でのシステムの利用

時間が長く、そのことが習熟度の伸びに影響していると予想される。前述のシステムは授業と授業外の学

習を連動させた学習支援を実現し、学生や教授者に対して各学生の学習履歴を提供しており、教授者はそ

の情報をもとに示すとともにクラスごとの習熟度の分布を知ることもでき、学習指導にも活用している。

本研究では、学生の学習意欲と習熟度の伸びの関連性について分析した結果について報告する。 
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1. はじめに 

著者らが所属する家政系短期大学部では、情報リ

テラシーをはじめとする演習科目が多く開講されて

いる。それら演習科目は、授業内での学習と合わせ

て授業外学習を行うことでより確実に技術を身につ

けることができるように、学習指導を実施している。

特に、速く正確な文字入力技能を習得するためには

授業外における多くの練習が非常に有益であり、実

技系の資格を目指す学生には必須である。 

そこで著者らは、授業と授業外の学習において同

じ学習環境で利用できる Web ベースの日本語入力

練習システム(1)-(2)（以下、本システムという）を開

発し、授業と授業外の学習において本システムを用

いた学習結果の分析とアンケート調査の結果から、

学習意欲と習熟度変化の関連性を報告する。 

 

2. 日本語入力練習システムの概要 

本システムは、図 1に示すように 4 つのモード（検

定モード、授業モード、自習モード、自由モード）

がある。授業では、授業モードまたは検定モードを

利用し、授業外では自習モードまたは自由モードを

利用する。 

入力練習に用いる教材は、より多くの学生の能力

に対応できるように習熟度別に構成され、その習熟

度レベルはＡ～Ｍまでの 13 段階である。本システム

利用時の学習結果により、次回の学習では現状維持

または 1 つ上昇／下降した習熟度別教材が提供され

る仕組みになっており、学生は現在の習熟度レベル

に近い学習教材で学習ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 日本語入力練習システムの特徴 

 

3. 入力練習についてのアンケート調査 

本システムを利用した学生は家政系短期大学部 1

年生 2クラス 47名である。クラス 1の学生が 16名、

クラス 2 の学生が 31名であった。クラス 1は高校ま

でに情報機器に親しんでいる学生が所属し、クラス

2 は情報機器に不慣れな初心者が所属している。そ

れらの学生に対し、本システム利用前にタイピング

に対するアンケート調査を行った。 

表 1 は、各クラスにおける「キーボードを見ない

で打てるか」、つまり文字入力の習熟度を示したもの

である。両クラスともにキーボードを見ないで文字

入力できる学生は少数である。特に、「見ない時もあ

る」と答えた学生は、クラス 1 では 25.0%、クラス

2は 19.4%であり、「いつも見る」はクラス 1が 6.3%、

クラス 2 が 58.1%と、明らかにクラス 1 はクラス 2

の学生に比べ、キーボード操作に習熟していること

が分かる。 
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表 2は、「空いた時間にタイピング練習をしようと

思うか」を調査した結果である。「とても思う」と「や

や思う」の合計では、クラス 1 が 81.3%、クラス 2

が 87.1%であり、両クラスともに授業外でも学習意

欲の高いことが分かる。本システムが、授業外でも

授業と同じ環境で自由に練習できる仕組みであるこ

とも影響しているものと考えられる。 

 

4. 学習結果の分析 

4.1 システムの利用状況について 

本システムを利用した授業は、前期 11 週、後期

12 週実施した。さらに、毎週 2回以上、夏休み期間

は 5 回以上授業外学習を課したところ、学生一人当

りの平均練習回数はクラス 1 は 90.8、クラス 2 は

131.9 であった。また、初回授業から最終授業までの

習熟度の変化（伸び数）の平均はクラス 2 は 3.45 で

クラス 1 の 3.25 を上回った。クラスごとの練習回数

と習熟度の伸び数の相関係数はクラス 1が 0.791、ク

ラス 2 が 0.667 と、やや高い相関を示し、練習回数

が多いほど習熟度が伸びている。 

表 3 システム利用状況（全授業期間） 

 平均練習回数 平均習熟度の伸び数 

クラス 1 90.8  3.25  

クラス 2 131.9  3.45  

 

4.2 アンケートと学習結果の比較 

表 2 の選択肢ごとに練習回数と習熟度の伸びを比

較したものを図 2に示す。授業外に練習しようと「思

う」と答えた学生（クラス 1：5 名、クラス 2：13

名）の平均練習回数は 112.8 回、平均習熟度の伸び

数の平均は 3.44 である。平均練習回数はクラス 1、

クラス 2 ともに大きな差はないが、平均習熟度の伸

び数ではクラス 1は 4.8、クラス 2 は 2.9で差が開い

た。また、同じ質問に「やや思う」と答えた学生の

平均練習回数は 139.9回、平均習熟度の伸び数は 3.73

である。クラス 1 は平均練習回数は 87.1、平均習熟

度の伸び数は 3.13 であるが、クラス 2 では 170.0、

4.07 となり、クラス 1 より２倍近い練習を行い、習

熟度も上がっている。 

さらに、授業外に練習しようと「あまり思わない」

および「どちらでもない」と答えた学生の平均練習

回数は 62.1 回、平均習熟度の伸び数は 2.14 であり、

授業当初から学習に対する積極的な取り組みが見ら

れなかった。 

 

「Web学習は楽しいか」との問いに対して「楽し

い」と答えた学生は前期終了時には 41.9％であった

が、後期終了時には 57.8％となった。また、クラス

1 は 25.0％から 46.7％へ、クラス 2 は 51.9%から

63.3％と増加した。 

 

5. 今後の課題 

授業外に本システムを利用して学習しようとする

学生は、結果的に練習回数が増え、習熟度も上がり、

それが学習結果に反映されるため、楽しく感じると

いう好ましい循環が確立されつつある。しかし、授

業外にあまり学習をしない学生は、当然、本システ

ムの利用回数が少なくなり、そのために習熟度も上

昇せず、結果的に楽しく感じないという負の連鎖に

陥っているようである。 

今後は、あまり学習意欲のない学生に対する学習

指導を行うことで、多くの学生の習熟度が上昇して

いくような仕組みを構築していく必要がある。 

また、アンケートの自由記述に「多くの授業外学

習を繰り返した結果、授業途中で最上位習熟度に到

達した」と記載した学生に対する対策についても、

今後、検討していく必要があるものと考える。 
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表 1 キーボードを見ないで打てるか 

クラス 1（16 名） 2（31 名） 

いつも見ない 1  （ 6.3%）  0 （ 0.0%） 

たまに見る 4 （25.0%）  3 （ 9.7%） 

半分くらいは見る 6 （21.3%）  4 （12.9%） 

見ない時もある 4 （25.0%）  6 （19.4%） 

いつも見る 1 （ 6.3%） 18 （58.1%） 

表 2 空いた時間に練習しようと思うか 

クラス 1（16 名） 2（31 名） 

とても思う 5 （31.3%） 13 （41.9%） 

やや思う 8 （50.0%） 14 （45.2%） 

どちらでもない 1 （ 6.3%）  2 （ 6.5%） 

あまり思わない 2 （12.5%）  2 （ 6.5%） 

思わない 0 （ 0.0%）  0 （ 0.0%） 図 2 アンケートと学習結果の比較（クラス別） 
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